
























































50 シ リン ダ以 下 の時
禁 止 。
6 ペンスの低関税。
24シ リンダ3 ペン ス の高関 税2)。
46～44シリンダ以上の時一 奨励金なしで許可。44
シリンダ以下の時-c シリングの奨励金。
54～50 シリンダの時一2 シリンダ6 ペンスの低関税。
これまでは穀物法制定の際，戦争経済を考慮する必要性がなかったが，対
仏戦争の勃発などによりその必要が生じた結果の1791年の穀物法であった。
そして,  1793年から1815 年までイギリ不は,   1802年3 月のアミアンの和約
による1 年2 ヵ月間（1803年5 月破棄）を除き，フランスと戦争を続げた。そ
の間大陸封鎖によりヨーロッパ大陸のほとんどがフランスの支配下に入り，
大陸に食料供給をあおいでいたイギリスはヨーロッパからの穀物輸入を阻止
され，小麦の価格は高騰し，第2 表のごとく1800 年には113 シリンダ10ペン




















































































































































































































































































































































D. G. Barnes, A History  of the English Corn Laws  from 1660－1864, 1961, pp. 299－300.
あ り， 製 造 業 者 の倒 産 も 相 次 ぎ ， 労 働 者 は 高 い 食 料 の 購 入 に 困 窮 し た3)。　
議 会 は こ の よ うな 状 況 に 対 処 す る た め に ， 囲 い 込 み 手 続 を 簡 素 化 し 費 用 を
安 くし ， 囲 い 込 み 条 例 を 成 立 さ せ ， 農 業 者 の耕 作 面 積 の 拡 大 を 助 長 し た 。 そ
し て こ の 時 か ら1815 年 に か げ て 囲 い 込 み 運 動 は 急 速 に 進 行 し た 。 結 果 ， 豊 作
続 き も主 要 原 因 の1 つ と な り ， 穀 価 は1802 年 に69 シ リ ン ダ10 ペ ン ス に ，1803
28
第2 表 小麦の年平均価格
年 価　　　格 年 価　　　格 年 価　　 格

































































































































































































































































D. G. Barnes, op. cit., p. 298.
年に58シリンダ10ペンスに低下し，さらに1804年の初期には49シリング6 ペ
ンスまでに下落し，農業生産者は危機に直面し,  1791年の穀物法改正を要求














き，穀価が急激に上昇しはじめ1812年5 月には152 シリンダ3 ペンスに上昇
するとスコットランド西部およびインタラン ド北 部 のLanark,    Paislay,Port Glasgow, Renfrew
，Lochwinnoch,    Beith，Glasgow,   Dumbarton,Rutherfflen,




























































p. Deane & W. A. Cole, British Economic Growth 1688一1859 ；　　　　
























たとえばサセックスの農場労働者の賃銀は，1790年O  1週9 シリンダから1810年
の13シリンダへとほんのわずか上昇したのち，実際に12シリンダへと下落したよ
＜うにおもわれるし，またボルトンの手織工たち（彼らが帽子に5 ポンド紙幣を差
し込んでこの町を歩きまわっだのはそ う以前のことではなかった） の 賃 銀 は，
1805年から1808年の間に，25シリンダから15シリングに下落したのであった。ま
た1812年の製釘工だもの労働日は，朝4 時にはじまり，夜n 時 まで続いたものの
ようであった。（C. P ． Hill, British Economic  and  Social History 1700一1914,　1957.
山本弘文訳『近代英国社会経済史』法政大学出版局,   1964年，108頁。）4
























昭和15年,   172－173 頁。）　　18
世紀と19世紀の前半とには,   14もの州で共有耕地と荒蕪地のある部分とを囲
32
込む諸法令によって囲込まれた面積を百分率にすると，25パーセントから50パー




に達し，イギリスの総面積のほぼ5 分の1 を占めた。（M. Dobb, Study    in   theDevelopment
 of  Capitalism,   1946. 京大近代史研究会訳『資本主義発展の研究n
』岩波現代叢書，1965年，9 頁。）
2.    1814年の穀物法　
特別委員会（a select committee）が，地主にとって有利な時期 で あ っ た1813
年3 月22 日に，イギリスの穀物貿易 を 調 査 するためにParnell,    Hu-skisson









（2） アイルランドを4 つの海上貿易地域と4 つの内陸貿易地区とに区分し，
各地域における穀物価格を調査してインタランド同様に穀物報告受取人




） 小麦価格が1 ク ォーターあたり90 シリンダ2 ペンス以上の場合は輸出
を禁止すること。　
㈲　小麦が105  シリンダ2 ペンス以下の場合は24シリンダ3 ペンスの関税






告受取人作成の新明細表に より，毎年2 月1 日に改正されること6）。　




























あ る 階 級 に 約 束 し た 利 益 は し ざし ば 他 の階 級 の利 益 と対 立 す る と い う矛 盾 を・
含 む も の だ っ た 。　　　　　　　　　　　　　
■　　　　　■ 　　　　　　　　　　　　■　
こ の よ うなParnell 卿 の 演 説 に 対 し て 各 方 面 か ら反 対 の声 が あ が っ た の
は当 然 で あ り， つ い に 審 議 不 能 と な り次 の 議 会 に 持 越 す こ と と な っ た。　
次 の 議 会 は1813 年11 月 に 開 か れ た が ， 遅 延 の 連 続 と ，1814 年 の1 月 か ら3
月 まで 休 会 さ れ た た め に 穀 物 法 が 議 会 で 再 び 審 議 さ れ た の は5 月 に な って か
ら で あ っ た 。 議 会 の 再 開 時 の 農 業 状 況 はParneli 卿 が 議 壇 に 立 っ た1813 年6
月 と は 様 相 を 一 変 し て い た 。 当 時 は 穀 価 は 高 く(1813 年6 月は1 ク
ォーター
あた り117 シ リン ダ10ペン スで，8 月は112 シリン ダ6 ペ ンスであった) ， 戦 争 が 続 き>'
■4
年 続 き の 農 業 不 況 で 労 働 者 階 級 は 困 窮 し てい た が ， 地 主 と 農 業 資 本 家 は 逆
に 繁 栄 す る とい う状 況 で あ った 。 彼 ら は 巨 大 な 利 益 を 獲 得 し ， 穀 物 の 高 価 格
を 永 続 的 に 予 想 し て ， 改 良 に 莫 大 な 資 本 を 投 下 し ， 多 く の場 合 価 格 に 比 例 し
た 地 代 で借 地 契 約 を 更 新 し た の で あ っ た 。 し か し 今 で は 穀 価 は 低 く(1814 年4
月には75 シ リン ダ8 ペン スと下がり，5 月には69 シ リン ダ7 ペ ン スに下落 し た) ， 平
和 で 大 豊 作 の 結 果 ， 豊 富 に 穀 物 は供 給 さ れ ， 地 主 ・ 農 業 資 本 家 階 級 に は 不 満
が い っ ぱ い で あ っ た 。　
こ の よ うな 状 況 下 に お い てParnell  卿 は1814 年5 月5 日 に 新 決 議 案 を 議 会
に 提 出 し た 。 そ の 動 議 は下 記 の 内 容 を もつ も の で あ った 。　
穀 物 そ し て 小 麦 粉 の 輸 出 はい つ で も 関 税 そ し て 奨 励 金 な し で 許 可 さ れ， まノ
だ 輸 入 に つ い て は 現 存 す る関 税 を 次 の よ うに 変 更 す る。　　84
シ リ ン ダ以 下 の 時 … …24 シ リ ン ダ3 ペ ン ス の関 税 。　　84
シ リ ン ダ 以 上87 シ リ ン ダ以 下 の時 … …2  シ リ ン ダ6 ペ ン ス の 関 税。　　87
シ リ ン ダ以 上 の 時 … …6 ペ ン ス の関 税レ　
また 北 ア メ リ カ 植 民 地 か ら の 小 麦 は 以 上 の規 準 価 格を そ れ ぞ れ10 シ リ ン ダ
引 き下 げ て 税 率 は 同 じ と す る。 ラ イ麦 ， ソ ラ豆 ， エ ン ド ウ 豆 ， 大 麦 ， 麦 芽 ，
ガ ラ ス 麦 に 関 す る 関 税 七 言だ 引 き 上 げ を 行 う10)。　
こ の 提 案 に 対 し,   George Rose が1813 年 の 決 議 と と も に 厳 し く 非 難 し た 。
彼 は500 年 以 上 の 間 法 令 全 書 に あ った 根 本 方 針 を 見 捨 て る も の で あ り， 報 告
書 に は た く さ ん の 誤 謬 か お る とし て ， 次 の よ うに 指 摘 し た 。
穀 物 生 産 者 は 適 正 な 地 代 を 支 払 い ， 自 己 の 合 理 的 利 益 を 確 保 で き る 程 度 に




















これらの穀物法が穀物価格を上昇させるとい う説を容認して 乱 賃銀が需
万要と供給により決定されるようにたってからは，その次に賃銀の上昇が続い
て生じることにはならない。しかし，もし穀物価格に よって賃銀が決定され
















で，その時は24シリンダ3 ペソスの輸入関税を課し，それ以上 に な ると，sliding








対運動かおり,   100通以上の抗議の請願書が議会に送られたのであった。　Canning
はこれらの請願書を議会委員会が考察する動議を提案し,   Van-sittart
が同意し，動議は173対67で通過した。彼は次に3 週間の審議期間を







D. G. Barnes, A  History of the English Corn  Laws  _,pp. 117
－118.
7）Ibid., pp. 118－119 。　　
さらにParnell 卿は実例として，1810年にフランスから334,  887クォーターひ


















 G.  Barnes,  op.  cit., pp.　119 一120.　Ibid.,
 p.  120.　Ibid.,
 pp.  122 －123.　Ibid.,
 pp.   123一124.　Ibid.,
 p.  124.　A.
 Brady,  op.  cit., p.  47.　D.
 G.  Barnes,  op.  cit., p.  125.　A.
 Brady,  op.  cit., p.  47.　
抗 議 内 容 は 次 の よ うな も の で あ る。　　
「我 々 は 革 命 時 代 の法 政 策 に 戻 す 。我 々は 農 民 に対 し ，奮 い 立 た せ るべ く信 頼
を 与 え ね ば な らな い 。そ し て す べ て の 外 国 依存 を か な ぐ り捨 て る 。」　　
「 イ ギ リ ス穀 物 生 産 者 に 市 場 の 安 定 は な く， 外 国 穀物 の 流入 に 対 す る保 証 もな
い 。」　　
「 穀 物 価 格 が100  シ リン グに 達 す る まで 外 国穀 物 を 占 め 出 せ 。」　　(D.
 G.  Barnes,  op.　cit.，p.  125 べ)
17）Ibid.,  p. 126.
3.    1815年の新穀物法　1814
年の1 クォーターあたりの穀物の平均価格が・，9 月に78シリンダ6 ペ
ンスであったものが下落しはじめ12月に70シリンダ4 ペンスとなり，翌1815















す る こ と を 得 。　(4)
こ の 価 格 は 小 麦 に お い て は80 シ リ ン ダ 。 ラ イ 麦 ， ソ ラ 豆 ， エ ン ド ウ 豆　
に お い て は55 シ リ ン ダ ， 大 麦 ， ビ ー ル 麦 あ る い は ビ
ッ
グ( 大 麦 の 一 種) に　
お い て は40  シ リ ン グ ， エ ソ 麦 に お い て は26 シ リ ン ダ と す 。　
㈲　 も し も2 月15 日 ，5 月15 日 ，8 月15 日 ，n 月15 日 直 前 の6 週 間 の 平 均　
価 格 が こ れ ら の 価 格 以 下 に 下 る な ら ば ， 新 平 均 価 格 の 算 定 さ れ る ま で ，　
ア イ ダ 河 地 方 な ら び に ロ ソ ス 河 地 方 の 間 か ら は 輸 入 の 禁 止 を 行 う 。
ト(6) 北 ア フ リ カ 植 民 地 の 小 麦 の 輸 入 許 可 点 は80 シ リ ン ダ の 所 を67 シ リ ン ダ　
と し ， 他 の 穀 物 の 価 格 標 準 も こ れ に 応 じ て 引 き 下 げ る も の と す 。　(7)
北 ア ノ リ カ 植 民 地 か ら の 穀 物 は 無 税 に て 保 税 倉 庫 内 に 入 る る こ と を 得 。
㈲　 あ ら ゆ る 時 に こ れ を 無 税 に て 輸 出 す る こ と を 得 。　(9)
植 民 地 か ら の 穀 物 の 消 費 が 許 さ る る 時 ， こ れ を 販 売 す る こ と を 得20) 。　
彼 は こ れ ら の 決 議 案 が 一 階 級 の み の 利 益 と な る こ と を 否 定 し ， 全 階 級 に 利
益 を も た ら す こ と を 確 信 し ， さ ら に 国 内 市 場 の 利 益 ， 劣 等 地 へ の 資 本 投 下 の
弊 害 ， そ し て 食 料 供 給 を 外 国 に 依 存 す る 危 険 性 を 詳 細 に 説 明 し た 。 こ の 案 は




こ の 決 議 案 に 対 し ， 地 主 の 利 益 の た め の 穀 物 価 格 の 騰 貴 を 目 的 と し た も の
だ ， さ ら に 製 造 業 者 に は 労 働 費 の 上 昇 と 資 本 の 不 利 益 な 生 産 業 へ の 分 割 に よ
り 損 害 は 大 き く な る ， と い う 反 対 が 請 願 書 と い う 形 で 数 多 く 議 会 に 送 ら れ て
き た 。3 月10 日 提 出 さ れ た42,473 人 の 署 名 に よ るWestminster 請 願 書 が 有
名 で あ る 。 要 旨 は 次 の3 点 に 集 約 で き る 。　(1)
都 市 の 住 民 が 戦 争 に よ る 重 税 に 苦 し ん で い る 一 方 ， 地 主 ・ 借 地 人 は 地　
代 の 上 昇 と 農 業 生 産 物 の 暴 騰 に よ り 多 大 な 利 益 を 得 て き た が か か る 不 平　
等 の 除 去 を 願 う6　(2)Robinson
決 議 案 が 採 択 さ れ る な ら ， 地 主 階 級 に と
っ て は 有 益 で あ る　
が ， 生 活 必 需 品 価 格 を 永 久 に 騰 貴 せ し め ， 中 産 階 級 に ， 商 工 業 ， ひ い て　
は 国 家 に 損 害 を 与 え ， つ い に は 地 主 自 身 の 繁 栄 を 妨 げ る も の で あ る 。　(3)
増 加 し た 工 業 人 口 を 支 え る た め の 穀 物 に 不 足 が 生 じ た な ら
， 低 価 格 で　
生 産 し う る 外 国 か ら の 輸 入 は 賢 明 な こ と で あ る 。










法に従って年4 回算定す。計画直前3 ヵ月の平均価を もって各種穀物を次回3
ヵ月間の輸入を許可すべきか否かの基準とす。本規則に対する例外は，ア
イダ地方からビダッア地方までの間の諸港から輸入する穀物に対して適応す。










年　　 ～1816 年11 月……閉港　　1816
年11月～1817 年11 月…‥・開港　　1817
年11 月～1818 年2 月……閉港　　1818
年2 月～1818 年9 月……開港　　1818
年9 月～1818 年n 月‥…・閉港（近港からの輸入のため）　　1818
年11 月～1819 年2 月……開港　　1819




( 単位 シ リ-y グ・ペンス）
年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月
1814 78.2 77.4 77.3 75.8 69.7 69.10 68.4 73.8 78.6 75.5 73.5 70.4
1815 62.1 63.2 67.3 70.1 70.4 69.2 67.10 68.10 63.7 57.9 56.6 55.7
1816 52.10 55.6 55.4 60.2 73.7 74.11 74.0 82.1 85.11 90.10 98.10 103.7
1817 104.1 101. 10 102.4 103.3 105.4 112.8 102.4 86.5 78.8 77.5 80.4 84.0
（Boyd Hilton, Corn,    Cash,   Commerce.    The Economic Policies of  the Tory　　　Governments
 1815一1830, 1977, p. 7べ）19
）J.D.  Chambers,   The  Workshop  of  the World,  British   Economic  History　from
 1820  to 1880, 1961. 宮崎 犀一 ，米川 伸一 訳『世界 の工場』岩波書店， 昭
和41 年，77 頁。20
） 北野大吉著『英 国自由貿易運動 史』 日本評論社，昭和18 年,   89－90 頁。21
） 同，94頁 。22






















































23）E. L. Jones, The Development  of  English Agriculture 1815 －1873,   1968,　　p.
10.
.24）F. Engels, Die  Lage  der  arbeitenden Klasse  in England,    1892. 武 田隆夫
訳『イギリスにおげる労働者階級の状態』マルクス・エングルス全集2, 新潮社，
昭和41年,  262頁。,25
）J.  S. Nicholson,    The English Corn  Laws,   1904,   p. 96.26
）T. s. Ashton, The  Industrial Revolution 1760一1830,  1943. 中川敬一郎訳
『産業革命』岩波現代叢書,   1966年，164一165頁。27
） 拙稿「第1 章　外国貿易の歴史」早川広中，小林甫編著『現代貿易の知識』所
収，広文社，昭和54年,   50頁。28
） 実際1816年から1830年にかけ て輸出は数量において64パーセント増大していた
のに，価値においては8  パーセントの下落（4.170万 ポンドか ら3,830万ポンドへ），
を示した。輸出価格は輸入価格よりも早く下落し，そのため交易条件はイギリス
にたいし急激に不利に転じつつあった。（J. D. Chambers, 米川伸一訳,前掲書，
108頁。）29
） 北野大吉著，前掲書,   100頁。
.5. 結 反対運動の端緒
1815年の穀物法はあまりにも厳格であったためにどの階級をも満足させる
結果とはならなかった。 Mr ， Whitmore は，穀物法は世界貿易に最大の害
を与え，貿易経路を変化させ，その流れを沈滞させてし まった，と非難して
いるso)。 1817年,  1818年に小麦価格は80シリンダを越えたが農業不況は相変



















って,  1820年5 月8 日に数多くのロンドン商人により署名され， す な わ ちー
「ロソドソにおけるもっとも富裕にして企業心に富んだおびただしい数の商‥
館」 の署名を得て,   Baring により議会に提出され， 後にEdinburgh やManchester
の商業会議所に支持された。これは保護制度の弊害を摘発した
だけでなく,  Huskisson,  Baring,  Wallace 等のある意味では自由貿易にと
って有利な報告を委員会で導きだし，議会に穀物法反対思想を定着させるぎ
っかけをなしたのであった。　
この請願書はThe History  of  Price り 著者であるThomas Tooke に




























































































であると考えられ,   Manchester の新興産業資本家から反対の声があがった。
やがてこれは穀物法に反対する組織的な運動へと発展していくのである。そ
の出発点として，1836 年末にLondon にて次の74名の委員34)から成る「反穀
物法協会（Anti-Corn Law Association）」が設立され，翌1837 年初めに活動を
開始した。
John Blackburne, M.  P.,Joseph Brotherton, M.
P・，J.
s. Buckingham,   M.P.,William Clay, M.
 P.,p.
 Chalmers,  M.  P.,T.
 S. Buncombe,  M,  P.,H.
 Elphinstone ，M. P.,William Ewart,
トM. P.,George Grote, M.
 P.,D.
 W.  Harvey,  M.  P.,Benjamin Hawes, M.
 P.，Joseph
Hume, M.  P.,J.
 p. Leader,  M.  P.,Sir W.
 Molesworth,  M.  P.,James
Pattison， M. P.,Richard Potter, M.
 P.,J.
 A,  Roebuck,  M.  P.,Joshua Scholefield
， M. P.,Colonel Thompson,
M.  P.,C.
 A.   Talk, M.  P.,Thomas Wakley, M.
 P.,Goorge Charlwood,John Anderson,J.
 W.   Anderson,W.
 H.   Ashurst,
R ber  Wallace, M.  P.,Dr.
 J.  Wyatt Crane,John Crawfurd,Ebenezer Elliott, Sheffield,Thomas Falkoner,E.
 W.  Field,Edmund Fraser,Ale
χander Galloway，Thomas F. Gibson,Dr.
  J.  M. Gully,G.
 H.  Heppel,William Howitt, Nottingham
，W.
 Ibbotson, Endcliffe Hall,J.
 W. Liggins,Captain
 M'Arthur Law,John Marshall,
 Leeds,Elias
 Moss, Liverpool,Robert Nicol, Leeds,Francis Place,Archibald Prentice, Manchester.W.
 G. Prescott,Th mas Prout
，Samuel Revans,W.




Dr. J. R. Black,Laman Blanchard,J.　E.　Body,John Bridgeford, Sheffield,George Brown,Richard Burnett,W.





Major H. C.  Smith,J.
 L.　Stevens,William Tait, Edinburgh,Dr.
  John Taylor, Glasgow,John Travers,H.
 Waymouth,William Weir, Glasgow,R.
 G.  Welford,John Wilson,Charles Wood,John Ashton Yates.











30）Leone Levi, History  of  British Commerce and  of the Economic Progress　of
 the British Nation 1763一1870,   1872,   p. 222.31




 Robinson,  Brougham,  Parnell が任命され，4 週間の調査活動を
行った。32
」J.   D. Chambers ，宮崎犀一・米川伸一訳，前掲書,   88頁。33
）A. Prentice, History  of  the Anti-Corn  Law  League,  1968,   p. 48.
